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日本列島中央部における
AT下位石器群の
地域化とその背景

The Regionalization in Production Technique of Backed-knives from
the Central Japanese Archipelago and Their Background

大塚宜明
OTSUKA Yoshiaki
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ナイフ形石器製作技術および石材利用の分析から

はじめに
❶日本列島中央部におけるAT下位石器群研究の現状と課題

❷分析方法
❸愛鷹・箱根山麓 AT下位石器群におけるナイフ形石器の類型と組み合わせ

❹中部高地および関東地方の石器群の概要と編年対比
❺黒耀石利用の変遷と地域間関係の検討

❻日本列島中央部におけるナイフ形石器製作技術の地域化とその背景

　本論では，日本列島中央部（愛鷹・箱根山麓，関東地方，中部高地）を対象に，ナイフ形石器製作技術と

石材の利用状況を検討する。それにより，姶良 Tn 火山灰（以下 AT）下位石器群における石器製作技術の

地域化のあり方とその背景を明らかにする。

　第一に，愛鷹・箱根山麓の AT下位石器群を対象に，ナイフ形石器の技術的特徴に注目し，出土層位を踏

まえ 4 グループに区分した。そして，ナイフ形石器の調整技術とサイズおよび素材構成を観点に整理するこ

とで，時間的な 4 つの段階として捉えた。

　第二に，14C 年代および広域テフラとナイフ形石器製作技術を観点に，中部高地と関東地方の石器群を検

討し，愛鷹・箱根山麓との編年対比を行なった。以上の検討により，日本列島中央部の AT下位石器群にお

ける編年（Ⅹ～Ⅵ層段階）を構築した。その結果，Ⅸ層段階は全地域で対比できたものの，Ⅹ・Ⅶ層段階に

対比される石器群は中部高地には確認できず，Ⅵ層段階の愛鷹・箱根山麓のナイフ形石器製作技術は中部高

地と関東地方の両方と異なることが明らかになった。

　第三に，日本列島中央部における地域間の関係を明らかにするために，黒耀石利用の時期的変遷を検討し

た。結果，信州産黒耀石の供給地（中部高地）と消費地（関東地方，愛鷹・箱根山麓）という関係性，地域

間のつながり，それらとナイフ形石器製作技術の結びつきを確認することができた。

　最後に，ナイフ形石器製作技術の変遷と石材利用を総合的に検討した。それにより，列島中央部の AT下

位石器群には石材利用の在地化（Ⅶ層段階）とナイフ形石器製作技術の地域化（Ⅵ層段階）がみとめられ，

それらは時期にして一段階分のズレがあることがわかった。そして，この石材利用とナイフ形石器の画期の

時間的なズレを，原料の地域化がきっかけとなり，ナイフ形石器製作技術が地域独自化するという列島中央

部における石器製作技術の地域化の過程（人類の定着）として位置づけた。
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